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表 1 地球環境委員会の活動年表 (1999.6.8T.Ikaga,2001.3.19N.Kimata)
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住宅の除却 住宅の代替 住宅-の投資 GDP内での 左の内新築-の
年数注1 周期注2 周期7-i三3 建設投資比率注4 投資比率
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(b) 建築物の基本的な骨格をなす部分 (サポート)と変化対応部分 (インフィル)を分離して構成
し,サポート部分は高い質の資材で構成する
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